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どのような研究をなぜ行っているか

数学教育講座 近藤 裕 教授

日本では、中学校2年生から「証明」につ
いての本格的な学習指導が行われます。
「証明」を理解することは、数学の本質に
触れる意味で、また、子どもの言語能力の
基盤を形成する意味で重要です。しかしな
がら、子どもの理解の状況には課題がある
ことがいわれ続けています。
この改善には、中学校数学科における

「証明」の学習指導の改善を考えることは
もちろんのこと、「証明」の学習以前であ
る小学校算数科における「説明」の学習指
導に関する検討と改善が必要です。そして、
その改善のためには、算数･数学科において、
「説明･証明」に関する子どもの能力はどの
ように高まるものなのかの実態を、まずは
明らかにし、それをもとにして、能力を高
めるための効果的な教材や学習指導法を開
発する必要があります。

図1 実態把握のための小中共通の調査問題例

図2 分析結果を表すグラフの例

現在は、平面図形のいくつかの問題を用いた調査の結果分析を通
して、子どもが行う「説明・証明」の特徴や傾向の一部を明らかに
したところです（図1、図2に関する具体的な内容は、近藤(2022)に
掲載しています）。また、小中学校の先生方と協働して授業実践を
行い、教材や指導法の検討を進めています（近藤・松浦, 2021）。
合わせて、対象を空間図形にした場合の子どもの思考の特徴を、海
外の研究者も交えたグループで追究しています（例えば、Fujita et

al.,2020）。これらの取組みは、算数・数学科の学習指導の改善に直
結しています。また、やがては、子どもが使用する教科書の記述や
カリキュラムの改善に貢献することを期待しています。
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